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はじめに

ここでは、本書の紹介をしたいと思います。

本書は、「これからジャズ・ピアノを学びたい」と考えている方に向けて書いた本という訳ではあ
りません。これまである程度ジャズ・ピアノを学んできたけど「より上手くジャズを弾けるように
なりたい」と思っていらっしゃる方に向けて書きました。
これからジャズ・ピアノを始めてみたいと思っていらっしゃる方には、本書と同じ中央アート出版
社から刊行されている私の著書『Dr. カワシマの私にもジャズが弾けた！基本編』、『Dr. カワシマ
の私にもジャズが弾けた！アドリブ編』等をご覧になられることをお勧めいたします。

さて、ジャズ・ピアノの教本はたくさん出版されています。
私も、ジャズ・ピアノを学ぶ過程で、多くの教本に出会いました。どの本にも自分の成長の過程に
とても役立つことが書いてありました。しかし、どの本にも共通して私を悩ませる一文がありまし
た。

「このフレーズを 12 のキー全てで弾けるようになりましょう！」

皆様もよく目にされるのではないでしょうか？
そうです、例えばかっこいいアドリブの例として４小節ほどの譜例が紹介されていて、そのフレー
ズはとてもかっこいいのですが、しかし、その下に注釈として書いてあるあの一文です。

しかし、20 代前半の頃、当時アルバイトをしながらプロのピアニストを目指していた私には、１
つの譜例を 12 のキーに移調して譜面に移す時間など、どこにもありませんでした。
うちに帰ってきてから寝るまでの３～４時間程の時間の間に、ハノンも練習したいし、曲も練習し
たいし、今度やりたい曲の譜面も書きたいし…。

結局、教本で紹介されているその４小節の譜例を弾くのがせいぜいでした。

そして、いつしか私もプロの奏者になり、数冊の著書を書かせて頂いている中で、「いつか、12 のキー
全てで譜例が紹介されている様な、そんな教本を書きたい。」と思うようになりました。
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・12のキー全てでアドリブができる必要性

さて、皆様の中には、
「ジャズで演奏するキーって大抵決まっているのに、なんで 12 のキー全て？」
とお思いの方もいらっしゃるかもしれません。

確かに、全体のキーとしては、C、F、E b、G、B bなどがほとんどです。
しかし、これらのキーは、曲中でしばしば調性（トーナリティー）が変わります。

「調性が変わる」というのは、早い話、「短い間隔での転調を繰り返す」という事です。

例えば、セッションなどで頻繁に演奏される曲に「チェロキー」という曲があります。この曲は

♩＝ 280 くらいの超アップテンポで演奏されることが多いですね。
この曲、全体のキーは B bなのですが、調性は２小節単位でどんどん変わります。特にサビの部分

は B ⇒ A ⇒ G ⇒ F と４小節毎に変化していき、B、A、G といった #系のキーを決してないがし

ろにすることは出来ないことを感じます。

B といえば、#は５つです。私自身、訳が分からなくなってしまうキーの１つです。
全体のキーが B という曲は中々演奏しませんが、「チェロキー」の様に途中で４小節だけ B になる
時には、それを涼しい顔で弾けないと、聴いて下さる方に対してかっこ悪いというか、申し訳な
いというか、とにかくそんな気分になってしまいますね。

皆様もこの本書で練習して、苦手なキーを無くす様に練習してみて下さい。

なお、本書の最初の２章では、ブルースの感覚、スイングのリズム感覚を養えるようなメソッド
も紹介しています。併せて勉強してみて下さい。

また本書は２巻と併せてご使用されることをお勧めします。２巻は本書と密接した内容の続編に
なります。１巻と２巻で通して練習することにより、より効果的なメソッドとなる様に編集され
ています。

最後に、私が著書でいつも言っている言葉を皆様にお送りいたします。

“練習しない者は、上手くならない”
          

                                                                                                      川島 茂
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第１章　３連のノリを身に付けるトレーニング

第１章～第３章では、基本編的な内容のメソッドを紹介したいと思います。

この第１章では、ブルースのコード進行を用いたメソッドで、ブルースの基本的な感覚と、３連
のフィーリングで８分音符を演奏するフィーリングを身に付けることを目標にします。

まず、ブルースのフィーリングについてです。
ブルースは長い間ジャズの基本的な形として演奏され続けられていました。
しかし近年は、あまりブルースの曲というのは演奏されることが少なくなっているような気がし
ます。
その結果、私の生徒さんの中には、ブルースの演奏を不得意にしている方も増えています。
しかし、ブルースがジャズの基本的な形の１つであることには変わりはなく、演奏活動をする上
では、避けては通れない道だと思うのです。
ですので、最初の章および次の章では、本書の大きなテーマである『Ⅱm7 ⇒Ⅴ7（トゥー・ファイブ）』
ではなく、ブルースのコード進行によるメソッドを紹介することにしました。

また、なかなか教則本では身に付けにくい３連のノリのメソッドもあえて紹介しています。
『スイングしなけりゃ意味ないさ』というデューク・エリントンの曲もありますが、ジャズの醍醐
味はスイング感にあります。
ですので、この章ではスイング感も身に付けていきたいと考えています。

ジャズの８分音符のノリ（スイング感）は、“　　　　” と言われます。
これは、拍の表の８分音符の長さと裏の８分音符の長さが２：１になるという事です。
それもさりげなく出来なければなりません。
多くの方がこの３連のノリが “　　” ではなく “　　” という感じになってしまいます。
練習方法は、本書を通して言えることですが、必ずメトロノームを鳴らして練習して下さい。そ
して、メトロノームの音と自分の弾いているピアノの音が “ ピタ ” っと合うまで練習してみて下さ
い。
また、自分の演奏を録音してみて、客観的にメトロノームと合っているか、３連のリズムでノレ
ているか…も確認してみるといいでしょう。

とにかく、ここで紹介したメソッドはジャズの基礎中の基礎ですから、必ず正しく身に付けて下
さい。
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（B bブルースのコード進行による 3 連音符のトレーニング）

3 連のノリを身に付けるトレーニング①
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第２章　ブルーノートに親しむ

この章では、より “ ブルース・フィーリング ” と “ スイング感 ” という事について、より深めてい
きたいと思います。

ブルースといえば、欠かせないのがブルーノートの存在です。世界を代表するジャズのライブ・ハ
ウスの名前になるくらいですから、どれほどブルーノートがジャズにおいて重要か分かるかと思い
ます。

ブルーノートというのは、ブルースの曲に多く用いられるスケール（音階）の事です。
第１章でも紹介したブルースのコード進行上で用いられることによって、より演奏がブルージィー
になる訳です。
ジャズの教則本では、まず間違いなく紹介されているスケールなのですが、実際のところ上手く用
いることが出来ない人が多いかと思われます。

やはりこれは、スケールというものに対して構成音をただ単に覚えるのではなく、「どの様に用い
るか」…という練習が足りていないのだと思います。

この章では、キーがＦとＣの場合のブルース進行を例に、ブルーノートを用いたアドリブ・フレー
ズを練習することを通して、ブルーノートに慣れていただこうという趣旨のメソッドを紹介してい
きます。

あっそうだ…リズムの事も忘れないで下さいね。本書を通して、スイング感を養う事は決して忘れ
ないようにして下さい。
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（F のブルース進行とブルーノートスケール）

ブルーノートに親しむ①
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第３章　IIm7 ⇒ V7 ⇒ I に慣れる

第３章からは、本書の大きなテーマである、“IIm7 ⇒ V7 ⇒ I” について述べていきたいと思います。
まず、この章では、「そもそも “IIm7 ⇒ V7 ⇒ I” とは何か？」という事に関して述べて行きたいと
思います。

“IIm7 ⇒ V7 ⇒ I” は「トゥー・ファイブ・ワン」と呼ばれます。
意味は、あるキーにおける２度マイナーセブンス⇒５度セブンス⇒１度というコード進行を指し
ています。
キーがＣの場合は、「Dm7 ⇒ G7 ⇒ C」というコード進行になります。

また “V7 ⇒ I” は単に「ドミナント・モーション」、“IIm7 ⇒ V7” は単に「トゥー・ファイブ」とも
呼ばれます。
ポピュラー音楽の世界では、通例的に “ ある○ m7 からその完全４度上の● 7 に進行するコード進
行 ” の総称として「トゥー・ファイブ」という言葉が用いられます。

ジャズのスタンダード曲においては、大変重要な進行で、ほとんどのスタンダード曲のコード進
行は、この「トゥー・ファイブ」の組み合わせで出来ているといっても過言ではありません。

第３章では、まずこの “IIm7 ⇒ V7 ⇒ I” に慣れてもらう事から始めます。
簡単すぎて物足りない方も多いかもしれませんが、きちんとメトロノームを鳴らしながら練習し
て下さい。

あ、第４章からは突然難しくなりますから、覚悟しておいて下さい。
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（コードの感覚をつかむ）

IIm7 → V7 → I に慣れる① -a
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第 4章　IIm7 ⇒ V7 ⇒ I を極める

第４章では、第３章でお約束した通り、突然難しくなります。

ジャズにおいて、“IIm7 ⇒ V7 ⇒ I” というコード進行が重要であることは先ほどもお話ししました。
つまりは、この “IIm7 ⇒ V7 ⇒ I” でいかにアドリブをするか…が、ジャズにおいてはポイントになっ
てくるわけです。

特に、V7 のコード上では、数多くのスケールを用いることが出来るのですが、ここを如何に演奏
するかによってアドリブがカッコよくも悪くもなる訳です。

第 4 章では、この V7 のコード上で使用できるスケールをスケール毎に分類して紹介します。
な～に、単に下記の６つしか無い（６つもあるのかよ！）ですから、順番に１つ１つ練習してみて
下さい。

・V7のコード上で使用されるスケール
①ミクソ・リデイアン・スケール
②ハーモニック・マイナー・パーフェクト・５th・ビロウ・スケール (Hmp5 ↓ )
③オルタード・スケール
④コンビネーション・オブ・デイミニッシュト・スケール（コンディミ）
⑤リデイアン・7th・スケール
⑥ホール・トーン・スケール

（＊なお、本文中では②と④は、それぞれ② Hmp5 ↓、④コンディミと略称を使用しています。）

これらのスケールについて、いくつかのメソッドを全てのキーで紹介しています。
最初はスケールを下から上に上がっていく簡単なものですが、中にはかなり難しいものもあります。
メトロノームをゆっくりなテンポにセットして、焦らずにじっくり練習しましょう。
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スケールの練習：前半

（1）ミクソ・リディアン・スケール習得メソッド① -a
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（スケールの練習：前半）

（2）Hmp5 ↓スケール習得メソッド① -a
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（スケールの練習：前半）

（3）オルタード・スケール習得メソッド① -a
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（スケールの練習：前半）

（4）コンディミ・スケール習得メソッド① -a
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（スケールの練習：前半）

（5）リディアン 7th スケール習得メソッド① -a
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（スケールの練習：前半）

（6）ホール・トーンスケール習得メソッド① -a
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コラム　Dr. カワシマのミニ・イントロ講座‐４

③出だしのコードを度数でつかもう（その１）
 　⇒曲の出だしのコードを度数でつかみ、イントロ 8 小節を度数で考えてみよう！

では、次に実際にイントロを弾くためのノウハウを学んでいきましょう。

◎ポイントは、出だしのコード

イントロの最後のコードを出だしのコードに対してのドミナント 7th のコードにして、テーマにつなげ

る様に考えます。

（例）Key=C の場合

　(1) 出だしのコードが C の時　⇒　G7 でテーマにつなげる

　(2) 出だしのコードが Dm7 や D7 の場合　⇒　A7 でテーマにつなげる

　(3) 出だしのコードが FM7 の場合　⇒　C7 でテーマにつなげる　　　　etc

◎ではそこまでどう持っていくか？

度数でコード進行を考えるようにします。

（ i）メジャー・キーの場合の考え方
(1) 出だしのコードがⅠ度の時　⇒　V7 でテーマにつなげる

　｜Ⅰ  ｜Ⅵ7  ｜Ⅱm7  ｜Ⅴ7  ｜　

　｜Ⅲm7 ｜Ⅵ7  ｜Ⅱm7  ｜Ⅴ7　 ｜～Ⅰ度のコード

(2) 出だしのコードがⅡ 7 やⅡｍ７の場合　⇒　Ⅵ 7 でテーマにつなげる

　｜Ⅱm7 ｜Ⅴ7　　 ｜Ⅲm7   ｜Ⅵ7  ｜

　｜Ⅱm7  ｜Ⅴ7  ｜Ⅰ  ｜Ⅵ7  ｜～Ⅱ7 のコード

（ i i）マイナー・キーの場合の考え方
(1) 出だしのコードがⅠm の時　⇒　V7 でテーマにつなげる

　｜Ⅰm7 ｜Ⅵm7(b5) ｜Ⅱm7(b5) ｜Ⅴ7  ｜

　｜Ⅰm7 ｜Ⅵm7(b5)　｜Ⅱm7(b5) ｜Ⅴ7  ｜～Ⅰm7 のコード

(2) 出だしのコードがⅡm7(b5) の場合　⇒　Ⅵ7m7(b5) でテーマにつなげる

　｜Ⅱm7(b5) ｜Ⅴ7  ｜Ⅰm7  ｜Ⅵ bM 7 ｜

　｜Ⅱm7(b5)　 ｜Ⅴ7         　｜Ⅰm7 　　| Ⅵ m7(b5) ｜～Ⅱm7(b5) のコード

このコラムは、第 2 巻に続きます。次のコラムでは練習問題を紹介します。
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